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2020年４月10日 保 育 界 第548号付録

 

第１ 回「保育実践研究」募集要項

 

１．目 的

日本保育協会では、保育の専門性の向上を図るため、日々の保育を振り返り、検証していく

保育実践に関する研究を募集します。 

応募いただいた研究は審査を経て表彰し、報告集やホームページ、「保育界」等で公表するこ

とにより、今後の保育内容の向上と充実に資することを目的とします。 

 

２．主 催 社会福祉法人 日本保育協会（日本学術会議協力学術研究団体） 

 

３．応募資格 日本保育協会会員施設の施設長、職員（個人研究、施設内グループ研究、地域 

       のグループ研究等）及び保育科学研究所研究会員（保育所等との共同研究を含む） 

※委託を受けた外部の講師等は対象外。 

 

４．募集内容および部門

 日常の保育実践を振り返る中でみつけた課題について、なぜそれに関心を持ったか、それを

解決するためにどのような仮説を立てたのか、保育にどのように取り組んだのか、そこからど

のような発見、気づきがあったかを、できるだけ掘り下げてください。必ずしも問題解決の成

果や成功例を求めているわけではなく、課題の発見とその解決に向けたプロセスをまとめてく

ださい。保育所保育指針や幼保連携型認定こども園教育・保育要領をもとに、具体的にどのよ

うに実践されているかを示す機会としてお考えください。 

（１）課題研究部門

  以下からテーマを選び、課題や取り組みについてまとめてください。 

① 人との関わり

     子どもが人への信頼感や主体性、社会性を形成していくために人間関係は大切です。

子どもと人との関係性をつないでいくための関わりについて取り組みをお寄せください。 

② 遊びと学び

     遊びや日々の生活においても子どもが学ぶ機会はたくさんあります。日常的な遊びや

生活が学びにつながっていくことについての取り組みをお寄せください。 

③ 子どもの健康・安全

     施設での保健活動、感染症対策、事故防止対策、防災等の危機対応などについて、具

体的な取り組みの内容をお寄せください。 

（２）自由研究部門

  テーマは自由です。下記の例に限らず、幅広いテーマで課題や取り組みについてまとめてく

ださい。 

（例） ・施設での実践事例（特別な配慮の必要な子どもの保育、乳児保育での課題、苦情

解決の取り組み、保育環境向上のための取り組み（物的、人的）、入所（園）の際

の配慮、保育日誌の工夫・改善等） 

・人材育成の事例（園内研修の取り組み、研修を職員間で活かす取り組みなど） 

・地域における公益的な取組の事例（子育て家庭への支援、地域との連携など） 

・災害への対応（防災計画の策定等） 
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５．審査において評価する内容

  応募作の評価は企画審査委員会が行います。目的や課題を明確に示し、それに対しどのよう

に取り組んでいったかという経過等について、事実を基に客観的・具体的に記述され、その結

果に対して考察がなされていることが大切です。また、問題提起が明確か、論旨が通っている

か、オリジナリティはあるか、データは適切か等についても評価を行います。 

 

６．応募要領

（１）原稿は学会・保育団体・専門誌等に未発表のものに限ります。 

（２）原稿は必ずパソコンで作成し、Ａ４判横書き１２ポイントで、１枚を４０字×４０行（１

６００字）とし、分量は５枚（８０００字）程度を目安としてください。レイアウトや分

量が大幅に異なる場合は、応募後に調整をお願いする場合もあります。 

（３）別紙の研究の要旨を１部、印刷した本文を１部お送りください。あわせて同様の内容を保

存したＣＤ等をお送りください。 

（４）図・表・写真は挿入箇所が分かるようにしてお送りください。（字数には含みません。） 

（５）原稿の返却はいたしません。また、募集要項の目的以外には使用しません。 

（６）審査委員会において選ばれた応募作については、研究・報告集、機関誌「保育界」、本協会

ホームページに掲載いたします。その際の版権は、日本保育協会に帰属します。 

   当協会の研修会等で研究発表を依頼する場合もありますのでご協力をお願いいたします。 

（７）執筆にあたっては、「研究レポートの書き方」（『保育界』に掲載）を参考にしてください。 

 

７．表 彰

審査委員会において選定された研究については、部門を問わず下記の表彰を行います。 

   ・最優秀賞（賞状と副賞１０万円） 

   ・優 秀 賞（賞状と副賞 ５万円） 

   ・研究奨励賞（賞状と副賞 １万円） 

   ・奨 励 賞（図書カード５千円分） 

 

８．応募方法

応募要領の内容を確認の上、原稿とＣＤ等の記憶媒体は下記の送付先までお送りください。

（６．応募要領（３）を参照） 

 

９．締め切り

〈会員から直接本部へ提出〉 ２０２０年１１月１２日（木）必着 

 

１０．問合せ先・応募書類等送付先

〒１０２－００８３ 東京都千代田区麹町１－６－２アーバンネット麹町ビル６階 

 社会福祉法人日本保育協会 企画情報部 

   TEL：  ０３－３２２２－２１１４ 

   FAX：  ０３－３２２２－２１１７ 

   E-mail： sato@nippo.or.jp 

 

１１．応募にあたって

この事業はあくまで保育実践の研究について募集するもので、保育内容の評価をするもので

はありません。不明な点などは、問合せ先までご連絡ください。 
 

 

第１ 回「保育実践研究」要旨

種別 １．課題研究部門 ２．自由研究部門

テーマ
※ 課題研究部門については、要項にある課題番号も記入してください。

※ 簡潔で、本文の内容が分かるテーマにしてください。

研究者名

（代表者名）
職 種

施設名

※会員であることをご確認ください。

施設長名 ㊞

所在地
〒

支部名

電話・
電 話 ＦＡＸ

研究の

概要

（ 字程度で動機・目的、取り組みの内容、結果等についてお書きください。）

※この要項・様式は、日本保育協会ＨＰ＞保育科学研究所＞保育実践研究のページからダウンロードできます。
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第１ 回「保育実践研究」

日々の保育を振り返って

子どもが本来持っている力に気づく…

保育の面白さに気づく…

自らの保育を さらに高めていくために

皆さんの 様々な取り組みを 伝えてください

①課題研究 ②自由研究

・人との関わり

・遊びと学び

・子どもの健康・安全

・施設での実践事例

・人材育成の事例

・地域における公益的な取組の

事例

・災害への対応 など

※ 保育界 年 月号、 月号に「研究レポートの書き方」を掲載しています。

取り組む際に参考にしていただく内容となっておりますので、ぜひご一読ください。

子どもが楽しんだり、考えたり、泣いたり、笑ったり…日々の保育

の中から気づいたテーマや、様々なエピソードを色々な角度から丁

寧に考察した実践事例について、客観的な視点で、具体的な取り組

みの経過や内容、考察をまとめてください。


